
景観分科会の提言 

～ 10 年先の中の村の姿を想像し ～ いま手を着ける ～ 

 

 高齢化と人口減はどこも同じです。中の村地区は JA 支店や A コープ、郵便局、JR 駅が立地す

る川地の中心地です。中の村自治会では、この地区の 10 年先に“こうありたい”という姿を想像

し、そのために“いま手を着けるべきこと”を打ち出すことを考えました。それで専門委員と自治

会四役からなる景観分科会を立ち上げ、自治会員のボランティア活動と自治活動支援交付金の予

算の範囲内で実現できそうなテーマを 2 回にわたって検討しました。その結果を提言として公表

し、今年度の活動として取り組むとともに、その仕組みと未達成な課題を次期執行部に引き継ぎ

たいと考えています。 

 

分科会構成員 

専門委員 

児玉政則（駅組）：分科会座長、長く中の村を見てきた人、中の村の風景や仕来たり 

玉岡貴司（木舟）：中の村地域唯一のくくり罠猟者、U ターン居住者 

鯰谷幸司（駅組）：瓦製造会社勤務、I ターン居住者 

自治会四役 

末國富雄、長岡憲治、中野優子、川本正勝、竹野真人 

開催実績 

第 1 回：5 月 9 日（金）19 時～20 時 10 分（テーマ出し） 

第 2 回：5 月 26 日（月）19 時～21 時（提言するテーマの選定） 

 

提言の内容 

１．志和地駅周辺の整備 

目標：駅周辺の植栽と維持管理作業の改善を図り、駐車スペースを拡大する。 

内容： 志和地駅周辺図を参照のこと 

①剪定クズ置き場の移設と駐車スペースの改良 

②桜苗木の捕植（老木・枯木対策） 

③自治会環境整備活動の位置・範囲の明確化 
 

２．桜土手の捕植 

目標：A コープ川地店周辺を中の村の繁華街と想定して整備する。 

内容： 桜土手周辺図を参照のこと 

①桜苗木の捕植（3 本） 

②彼岸花の植付け（落合橋近くを面で植付け） 

③イルミネーションとボンボリ設置場所の設備改善と備品整備 
 

３．川地葉ボタン市への参加 

目標：自治会として出店するほかイベントを主催して盛り上げる。 

内容： 主催者との連携が必要 

①開催日（日曜）の A コープ開店の働きかけ 

②焼き芋の製造販売（焼き芋機の維持管理、サツマイモの地元確保） 

③イベントの開催（六神儀［餅まき］の奉納、イルミネーション点灯式ほか） 



４．撮り鉄を対象にした環境整備 

目標：撮り鉄の情報発信力に期待して、彼らの来やすい環境を整備する。 

内容： １とリンクして実施 

①志和地駅周辺の環境整備（1 に含まれる」 

②写真展示スペースの設置（展示ケースの設置） 

③インスタグラムなど SNS を意識した取組み 
 

５．その他 

目標：植栽の冬期管理と追加植栽 

内容：①総合的な植栽管理（伐採、枝落とし、施肥など）の実施 

冬期にしかできない恒常的な作業なので自治会行事に組み込むことにした。 

②オオデマリを植える提案があったが、場所や労力などの面で保留とした。 

 

［参考資料］ 

第 1 回で出たテーマ 

活動案 詳細情報 

志和地駅駐車スペース整備 自転車置き場そばの草置き場を撤去 

バス停に屋根とベンチを設置 旧フードセンターそば 

桜土手の捕植  

中の村の有名人に話  

川地葉ボタン市への参加 日曜の開催日に A コープも開店 

市鳥獣被害対策集落支援事業への参画  

四季ごとに見れる植栽群を作る 4 か所、長さ 15m くらい 

川地サイクリングコースの更なる整備  

撮り鉄をターゲットに環境整備 駅駐車場、志和地窯との連携、写真展

示場所（ギャラリー）の整備 

防犯対策のためのカメラ設置 最初は２～3 個、10 年で増やす 

桜土手にアジサイを植える  

桜土手に彼岸花を植える  

注１：内容が具体的でないもの、達成とその後の維持管理に多大な労力（植栽など）

を伴うものなどは廃案になった。 

注 2：景観分科会という名前にしたためか、高齢者対策や福祉、社会環境の改善など

のテーマは出ていない。今後の自治会での検討に期待する。 
 

志和地駅周辺図と桜土手周辺図 

第 2 回に事務局が提出したもので、今後さらに情報を追加して自治会環境整備の境界設定

などに使いたい。 
 

 

（以上） 


